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j
魚
津
市
消
防
団
の
紹
介
j

二

O
O
一
年
九
月
十

一
日
、

よ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
世
界
貿
易
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
崩
壊
。
そ
の
現
場
で
救
助
活

動
に
昼
夜
を
問
わ
ず
従
事
し
て
い
た
の

は
消
防
隊
員
で
す
。
未
曾
有
の
災
害
に

命
を
賭
し
て
救
助
に
向
か
う
彼
ら
の
姿

に
感
動
を
山
見
え
た
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

魚
津
市
に
も
災
害
現
場
で
活
躍
す
る

消
防
団
が
あ
り
ま
す
。
消
防
団
本
部
と

十
四
地
区
に
分
団
を
配
置
し
全
団
員
総

勢
四
百
五
十
二
人

で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す。

テ
ロ
に

圃.."...

魚
津
市
で
は
、
四
十
五
年
前
に
市
街

地
を
焼
き
尽
く
す
大
火
を
経
験
し
て
い

ま
す
。
消
防
団
は
、

二
度
と
あ
の
よ
う

な
災
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
日

頃
か
ら
巡
回
や
消
防
操
法
な
ど
の
訓
練

を
行
い
、
万
が
一
に
備
え
て
い
ま
す
。

火i
袋i
と

平
成
十
三
年
中
の
火
災
発
生
件
数
は
十
三
件
で
、
平
成
十
二
年
よ
り
二
件

増
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
焼
損
面
積
、
損
害
額
は
、
と
も
に
大
幅
に
減
少
し

ま
し
た
。
出
火
原
因
に
つ
い
て
は
石
油
ス
ト
ー
ブ
・
た
ば
こ
の
不
始
末
・
放

火
等
が
多
い
で
す
。

救
急
出
動
は
、
千
百
二
十
件
で
平
成
十
二
年
よ
り
八
十
九
件
増
加
し
ま
し

た
が
一
日
平
均
の
出
動
件
数
は
三
・
一
件
で
市
民
の
四
十
二
・
二
人
に
一
人

が
救
急
隊
に
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
救
助
出
動
は
三
十
七
件
で
三
十
九
名
を
救
助
し
て
い
ま
す
。

火災の概要

区分 平成 12年 平成 13年 増減

火 メ二 イ牛 数 11件 13件 2件

建物火災 8 8 。
ヰ木 野 2 

車両火災 。 ム1

その他の火災 3 2 

焼 損 棟 数 14棟 12 f東 ム2棟

ノiヘ乙、 焼 5 3 ム2

半 焼 。 2 2 

吉R 分 焼 2 4 2 

lま や 7 2 ム5

爆 発 。
焼損面積(建物) 1，107m2 

530m
2 

ム577m
2

焼損面積 (林野) 10m
2 

35m
2 

25m2 

十員 三仁コ三 客貢 7，216万 7，000円 4，659万 5，000円 ム2，557万 2，000円

建 物 7，210万 9，000円 4，588万 4，000円 ム2，622万 5，000円

そ の 他 0円 77万 1，000円 77万 1，000円

死 者 1人 2人 1人

色 イ害 者 2人 1人 ム1人



消
防
包
に
入
り
ま
せ
ん
か

消
防
団
の
主
な

活
動
と
役
割
は
?

消
防
団
は
火
災
時
の
消
火
活
動
は
も
ち

ろ
ん
、
風
水
害
、
地
震
、
崖
崩
れ
、
山
崩

れ
な
ど
様
々
な
災
害
を
防
除
す
る
こ
と
、

ま
た
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
こ
と
を
主
な
活
動
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
人
命
救
助
や
避
難
誘
導
、
警

察

や
海
上
保
安
業
務
か
ら
の
協
力
要
請
に

よ
る
活
動
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

災
害
の
発
生
し
て
い
な
い
と
き
は
火
災

予
防
活
動
、
警
備
警
戒
活
動
、
救
助
救
急

な
ど
の
防
災
訓
練
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

地
域
ぐ
る
み
の
消
防
防
災
体
制
の
確
立
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
消
防
同
は
、

地
域
住
民
に
よ
り
組
織
さ
れ
、
地
域
社
会

に
お
け
る
消
防
防
災
体
制
の
中
核
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
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救急の概要

区 分 出場件数 搬送人数

告Ilムハ 病 641件 620人

交通事故 165 201 

一般負傷 147 142 

その他 167 153 

dEh コ 計 1，120件 1，116人

富山県消防表彰(現場表彰)

漬元清秋 八倉巻由夫

吉崎 進 寺崎幸博

溝口敏正 本田智也

高橋吉夫 藤田利光

宮崎 稔 真下秀久

木下成文 村井 徹

山本忠信 小坂孝浩

山田 勉

区 分 出場件数 救助人数

交通事故 21件 22人

火 少くく〈くL 2 2 

水難事故 7 8 

その他 7 7 

乙tbコh 言十 37件 39人

消
防
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

消
防
団
で
は
若
さ
あ
ふ
れ
る
新

田
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
緒

に
ふ
る
さ
と
魚
津
の
ま
ち
を
災
害

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
!
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私
の
住
ん
で
い
る
市
に
は

資
産
や
負
債
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
な。

。。

-
魚
津
市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
公
開
し
ま
す
・

平成 11年度 平成 12年度 増 減 {蒲 考

【負債の部】

固定負債 224億 671万円 214億 6，570万円 ム9億 4，101万円

①地 方債 192億 858万円 185億 2，948万円 ム6億 7，910方円
市債の翌々年度以降の
償還予定元金

②退職 給 与
全職員が退職したと想

引当金
31億 9，813万円 29億 3，622万円 ム2億 6，191万円 定した場合の要支給額

2 流動負債 19億 9，231方円 21億 9，681方円 2億 450万円
市債の翌年度償還予定
元金

!合議会計 抑制.職知的mI澗会~鐘.加111モ3守主?ιI吉 e 安 -す望

炉h、 沖・・ I 総 与勺'・ Fぞ11、・11・-山v主-吋.、11会主‘-
- ιr_  ーム、...もよ-一一 μ -る--一 通叫"""‘ ι -ー
【正味資産の部】

9，455万円94億 8，469万円93億 9，014万円国 庫支 出金

8，810方円53億 2，190万円52億 3，380万円県支出金2 

10億 1，537万円306億 3，630万円296億 2，093万円一般財源等3 

沼山刀

地
方
公
共
団
体
の
予
算
、
決
算
、
財
政
状
況
等
に
つ
い

て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
指
標
に
よ
り
公
表
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
近
年
、
新

た
な
手
法
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト

(
貸
借
対
照
表
)
に
よ
る
財
政
分

析
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
一
定
の
時
点
に
お

い
て
地
方
公
共
団
体
が
保
有
す
る
全
て
の
資
産
、
負
債
等
に
関
す
る

ス
ト
ッ
ク
(
蓄
積
)
情
報
を
明
ら
か
に
し
財
政
状
況
を
総
括
的
に
表
す

も
の
で
す
。
今
回
は
平
成
十
一
年
度
と
十
二
年
度
の
数
字
を
ま
と
め

一
年
間
の
動
き
を
表
し
て
み
ま
し
た
。

面
四
川
直

1
・
有
形
固
定
資
産
:
・
道
路

・

公
園
や
市
営
住
宅
な
ど
(
皆
さ

ん
の
家
庭
で
言
え
ば
家
や
土
地

な
ど
)

2
・
投
資
等
・
:
魚
津
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ

ー
や
施
設

管
理
公
社
へ
の
出
資
金
な
ど
。

3
・
流
動
資
産
:
・
災
害
な
ど
万

一
に
備
え
て
い
る
基
金
や
預
金

で
す
。

そ
の
他
ま
だ
納
め
ら
れ

て
い
な
い
税
金
な
ど
も
こ
れ
に

当
た
り
ま
す
。

E
四
川
直

1
・
固
定
負
債
・
:
市
の
借
金
、

市
債
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

ま
た
、
職
員
が
退
職
し
た
場
合

に
必
要
と
な
る
お
金
な
ど
も
こ

れ
に
含
み
ま
す
。

2
・
流
動
負
債
・
:
次
の
年
度
に

返
済
す
る
予
定
の
お
金
が

こ
れ

に
当
た
り
ま
す
。

そ
し
て
資
産
か
ら
負
債
を
引

い
た
も
の
が
団
岡
崎
直
と
な
り

ま
す
。



広報うおづ平成13年12月号(10'"'"'11P)職員の給与状況・平成14年1月号(8'"'"'9P)平成12年度決算報告

もあわせてご覧ください。市では総合計画に基づき、簡素で健全な行財政運営をめざしています。

正味資産

将来に向けた公共サー 資産を形成するために
後世代が実質的に受け

ビスの提供能力 一 他から調達した資金 一 継ぐ価値
(後世代が受ける利益) (後世代が負担する債務)

平成 11年度 平成 12年度 増減 イ蒲 考

【資産の部】

道路・公園や学校・市営住宅な
1有形固定資産 600億 142万円 617億 6，459万円 17億 6，317万円 どの土地や建物(取得価格定

額j去により減価償却)

(うち土地) 109億 9，576万円 116億 4，124万円 6億 4，548万円
昭和44年以降取得分の取得
価格

2投資等 41億 2，624万円 37億 3，515万円 ム3億 9，109万円

①投資及び
魚津インフォメーションセ

出資金
5億 8，689万円 5億 5，840万円 ム2，849万円 ンタ一、魚津市施設管理公

社などへの出資金など

②貸付金 9，561万円 9，175万円 ム386万円 奨学資金などの貸付金

社会福祉基金・土地開発基
③基金 28億 6，793万円 24億 9，930万円 ム3億 6，863方円 金など

(介護保険円滑導入基金の減)

④退職手当 5億 7，581万円 5億 8，570万円 989万円 退職手当組合資産の魚津市分
組合積立金

3流動資産 45億 1，623万円 36億 566万円 ム9億 1，057万円

①現金・預金 30億 5，726万円 24億 6，864万円 ム5億 8，862万円
財政調整基金・減債基金と
翌年度に繰越した剰余金

②未収金 14億 5，897万円 11億 3，702万円 ム3億 2，195万円
市税等の未収金と繰越事業
に係る未収入特定財源

‘守で 、電
二も哨11司11 
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負債資産

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
一
般
企
業
の
貸
借
対
照
表
と
は
異
な
り
、

全
国
の
市
町
村
が
共
通
の
資
料
に
よ
り
比
較
的
容
易
か
っ
継
続

的
に
作
成
で
き
る
よ
う
に
示
さ
れ
た
総
務
省
(
旧
自
治
省
)
「
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
(
一

般
会
計
、

C
A
T
V
事
業
特
別
会
計
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計

の
う
ち
都
市
下
水
路
分
を
含
み
昭
和
四
十
四
年
度
以
降
の
デ
ー

タ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
)

|パ市
ラの
ン財
ス政
ユノ

lト

市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
。
こ
れ
を
有
効
に
使
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
現
在
の
市
の
財
産
状
況
を
的
確
に
把

握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
家
庭
に
例
え
る
な
ら
、
家
計

と
同
じ
よ
う
に
、
預
金
、
土
地
や
建
物
の
不
動
産
、
ロ
ー
ン
や
借
金

な
ど
の
す

べ
て
の
財
産
を
把
握
し
て
、
将
来
設
計
を
立
て
る
よ
う
な

も
の
な
の
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
市
の
将
来
設
計
の
指
標
に
な
る
重
要
な
も

の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
魚
津
市
の

資
産
合
計
は
約
六
九
一
億
円
、

負
債
は
二
三
七
億
円
、
正
味
資

産
は
四
五
四
億
円
に
な
り
ま
す
。

資
産
の
う
ち
正
味
資
産
を
構

成
す
る
割
合
を
「
正
味
資
産
構

成
比
率
」
と
号
一
口
い
ま
す
が
、
こ

の
比
率
が
高
い
ほ
ど
財
政
状
態

は
健
全
と
言
わ
れ
ま
す
。

魚
津
市
の
比
率
は
約
六
五
・

七
%
で
昨
年
度
よ
り
も

一
・
五

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
比
較
的
健

全
と
言
え
ま
す
が
、
よ
り
効
率

的
な
財
政
運
営
の
た
め
に
も
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
更
に
分
析
し

て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

V
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に

つ
い
て
の
問
合
せ
先

市
役
所
一
一
階
財
政
課

2
n
・
1
0
1
8

魚津市民 1人あたり (n，J内は昨年度比)
負債

50万2千円
資産 (1万3千円減)

146万円

(1万7千円増) 正昧資産

96方3千円

( 3万円増)

-h • ‘ 
一一--r

負債

237億円
資産

691億:円
正味資産

454億円



住

宅

改

修

1
住
み
慣
れ
た
わ
が
家
で
暮
ら
し
て
ゆ
く
た
め
に

i

介護サービス紹介

⑧ 

で
唱暮
ら

し

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
家
で
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、

暮
ら
し
ゃ
す
い
住
宅
環
境
に
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
感
じ
る
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

快

適

な

住

環

境

に

す

る

た

め

に

介
護
保
険
で
は
、
住
宅

.

内
で
の
安
全
性
確
保
と
移

4

一

動
に
支
障
が
な
い
快
適
な

る

一

住
環
境
に
す
る
た
め
、
ま

1
M
M付

属

U
¥~一

3

d

d
f
~υ
一

た
家
庭
で
介
護
す
る
人
の

譜

斗

ペ

尚
一

負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
、

LULl-レ
~刃
一

E
l
l
J
~
れ川
一

手
す
り
の
取
り
付
け
な
ど

「
L

の
小
規
模
な
住
宅
改
修
を
行
っ
た
場
合
に
は
、

住
宅
改
修
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

身
体
の
状
態
に
あ
わ
せ
て
、
快
適
で
住
み
や

す
い
家
に
手
直
し
す
る
た
め
に
こ

の
制
度
を
利

用
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

唱

す

対象となる住宅 改 修 の 種 類

し市

環

境
}じ

差のある玄関に入る時に転

ばないための手すり。

6 

《住宅改修の種類》

①手すりの取り付け ②段差の解消

③滑りの防止や移動を円滑にするた

めの床または通路面の材料の変更

④引き戸などへの扉の取替え

⑤洋式便器などへの便器の取替え

⑥その他上記の改修に伴って必要と

なる住宅改修など

引き戸と床の段差をなくす

ことは、転倒防止対策の第

一歩と言えるでしょう。



ほれ
日
同
時
同
同
時
μ

ロ

住
宅
改
修
費
の
上
限
は
、
担
に
な
り
ま
す
の
で
、
実

利
用
者
の
要
介
護
度
に
関
際
は
十
八
万
円
ま
で
支
給

わ
ら
ず
、
改
修
時
に
住
ん
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
)
。

で
い
る
住
宅
に
つ
き
二
十
ま
た
、
支
給
申
請
に
は

万
円
で
す
。
利
用
す
る
場
い
く
つ
か
の
書
類
が
必
要

合
、
改
修
に
か
か
っ
た
費
に
な
り
ま
す
の
で
ケ
ア
マ

用
を
一
旦
、
全
額
自
己
負
ネ

l
ジ
ャ
ー
に
あ
ら
か
じ

叫
担
し
、
市
へ
領
収
書
を
添
め
ご
相
談
下
さ
い
。

え
て
申
請
す
る
と
、
改
修

に
か
か
っ
た
費
用
の
九
割

相
当
額
が
支
給
さ
れ
ま
す

(
残
り
の
一
割
は
自
己
負

住
宅
改
修
費
の
助
成
を

利
用
す
る
に
は
・
.. 

市
の
高
齢
介
護
課

に
要
介
護
認
定
の
申
請
を
し

て
、
認
定
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
住
宅
改
修
費
の

助
成
な
ど
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
を
お
考
え
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は

市
役
所

1
階
高
齢
介
護
課

2
n
・
1
1
4
8

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、

『屯|芸 i
rて:::Ciづ i
c-....I σ)  I 

=~ II壬士、

主8
~[[} 
ゑグヨ
土日
~ 9 
e fh 

満船動方て て網経野がでれい今
面にけがし云いを回か続、らまで田
の乗ん気まにま体小らい以れすも中
笑つよ分うたす;験と和て来て 。朝さ
みとうもだだ u さの田い六船小五ん
返るにいけ居 せ交小ま十に学時は

つ な い だ た る流学す年乗生に現
さもるよかっ のに校。以つのは佼
れりま。ら王 を訪の毎上た頃船台
まやでわ、是 楽れ子年もの、
主ぞ魚し漁突 し、ど夏漁が父漁暫
九二採ゃにむ み地もに師始親に?

」りあ出ま に引 達は 生ま に出三
とに、たっ しきが長活り連てど

基ヌド約定
の締結

犯
の
み

一時
結
込

斡
一
締
申

介
護
サ
ー
ビ
ス
紹
介

市役所 3階公園住宅課

業務係 823-1026 
炉問合せ先



今
年
は
自
分
で
書
い
て
み
ま
せ
ん
か

確
定
申
告
書' 

， ι 遁畠L事

主主治迄0"0.
事i~もí\ó'~ イ
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匪吾輩頚欄

匝匝星

た

圃

』

J
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a
肉

似
盟
問
蜘

〈

閣

澗

引

し
担
割
柵

陥
刷

、

引

例
川
崎
附

糟

総
帥
州

制
紬
相
聞

の
シ
ι

帽
。

時
農
民

開
由
申

将町…Y
一
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署
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一
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J
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市税- 田. 

役に 告
所関 2と
12 月納
税階 お 3 18 税
務間
課い月日の
君主 15(月)期
係せ日か間
岱は(金)らは
23 ま

1 で
;で
9 す
ま 。
で ノ

穴

M
F今
年
も
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が

f
一
得
届
い
た
わ
。

・
:
あ
ら
?
見
慣
れ
な
い

用
紙
が
入
っ
て
る
わ
ね
。

}
p
n
そ
う
な
ん
で
す
。

今
年
か

ら
確
定
申

，
取
v
w
告
書
の
様
式
が
変
更
さ
れ
た
ん
で
す
。

で
も
ね
、
変
わ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

慌
て
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

a

可

M
wl
ぁ
、
ホ
ン
ト
だ
。

よ
く
見
た
ら
記
入

/ゆ
た
/
欄
は
大
き
く
な

っ
て
る
し
、
計
算
す

る
と
こ
ろ
も
色
別
に
な
っ
て
見
や
す

く
な

っ
た
ね
。

第

表

I f A 0 0 1 0 I・
円一十寸

年分の所得税の確定申子量 A

| 子

い主 i'Fr 

ド叉U居所， 1

l平 成年l
11月 1日l
1<>住 所l

平成
検拷署3長

年月 B-f、、
'--' 

。

。

。
。

。
。

}
p
n
あ
と
、
用
紙
の
大
き
さ
も
一
般
的
な

，mw
A
4サ
イ
ズ
に
な
っ
て
扱
い
や
す
く

な
っ
た
ん
だ
よ
。

そ
れ
に
こ
の
用
紙

は
こ
の
ま
ま
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
読
み

込
み
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
だ
。

こ
れ
に
よ
っ
て
事
務
処
理
も
よ
り
早

く
正
確
に
な
る
ん
だ
。

ヘ
川
以
へ
へ
え

1
、
そ
れ
は
す
ご
い
ね
。
機
械

〆

持

で

読

み

取
り
を
す
る
の
な
ら
き
れ
い

な
(
子
で
記
入
し
な
く
ち

ゃ
。

}
h
p
弓
そ
う
そ
う
、
枠
か
ら
は
み
で
な
い
よ

，mwう
に
ボ
ー
ル

ペ
ン
で
書

い
て
ね
。

生 命 保 険 料 控 除|①

r害保険料控除I@

老年古車時事去控轄|⑬

動苦学生時者控除|⑪

寄付 金控 除|⑬
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六

umk用
紙
は
新
し
く
な
っ
て
書
き
や
す
く

fωwcd
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
「
確

定
申
告
」
っ
て
問
い
た
だ
け
で
難
し

い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
よ
ね
。
一
体

何
を
ど
う
書
い
た
ら
い
い
の
か
、
も

う
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
?
ほ
お
っ
て

お
く
訳
に
も
い
か
な
い
し
、
ど
う
し

た
も
の
か
し
ら
ね
え
o

h
p
h
確
か
に
難
し
い
っ
て
イ
メ
ー
ジ
は
あ

aで
¥
る
け
れ
ど
書
き
方
の
手
引
き
を
見
れ

ば
意
外
と
わ
か
る
も
の
な
ん
だ
よ
。

時
聞
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
ゃ
っ
て
み

れ
ば
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
も
の
じ
ゃ
な

い
ん
だ
。

六
以
万
k

で
も
、
や
っ
ぱ
り
解
ら
な
い
こ
と
も

f

似
い
わ
あ
る
と
思
，
つ
ん
で
す
け
ど
、
そ
ん
な

時
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
?

‘
手
仇
申
告
期
間
中
は
相
談
窓
口
が
設
け
ら

a号
、
れ
る
か
ら
、
気
軽
に
利
用
し
て
み
て

ね
。
そ
れ
と
、
相
談
の
時
は
次
の
も

の
(
下
表
参
照
)
を
忘
れ
ず
に
持
っ
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。

-
申
告
に
必
要
な
も
の
は
・

-
印
鑑

・
申
告
書
(
税
務
署
や
市
役
所
か
ら
送
付
さ

れ
て
な
い
人
は
申
告
会
場
に
あ
り
ま
す
。
)

-
収
入
を
証
明
す
る
も
の
。

①
給
与
所
得
者
・
・
・
源
泉
徴
収
票

②
年
金
受
給
者
・
・
・
受
給
し
て
い
る
年
金

の
源
泉
徴
収
票

③
農
業
・
不
動
産
収
入
の
あ
る
方

.
・
・
収
支
内
訳
書

④
大
工
・
日
雇
い
・

パ
l
ト
な
ど
の
方

・
・
賃
金
の
支
払
明
細
書

-
控
除
を
証
明
す
る
も
の

①
生
命
保
険
料
・
個
人
年
金
保
険
料
・
損
害

保
険
料
の
控
除
証
明
書
。

②
医
療
費
(
介
護
保
険
施
設
で
か
か
っ
た
も

の
含
む
)
の
領
収
書

③
事
業
の
経
費
を
証
明
す
る
領
収
書

な
ど
で
す
。

自
分
で
書
い
て
み
ま

せ
ん
か
確
定
申
告

J

可

M
U
t
と
こ
ろ
で
申
告
書
は
ど
こ
へ
提
出
し

/
た
/
た
ら
い
い
の
か
な
?

h
b
F
h
申
告
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
る
け
れ

a
o
wど
主
に
税
務
署
や
市
役
所
と
い
う
こ

と
に
な
る
ね
。

六
村
山
ヘ
臨
時
相
談
所
も
あ
る
っ
て
聞
い
た
こ

f

総
/
と
が
あ
る
け
れ
ど

-

1
そ
う
だ
ね
、
主
に
農
業
所
得
の

あ
る

訓
殴
W
人
を
対
象
に
、
下
の
表
の
日
程
で
行
っ

て
い
る
よ
。
注
意
し
て
ほ
し
い
の
は

臨
時
相
談
所
の
開
設
の
日
で
、
そ
の

税の申告相談所を開設します。

わからないことがあったら
聞いてみてください。

市役所 1階税務課内

2月 18日(月)から

3月 15日(金)まで

午前 8時 30分から

午後 5時 15分まで

V地区別の臨時相談所も開設します。

(相談時間午前 9時から午後 4時まで)

会場

相談期間

間時

地
区
の
人
は
、
そ
の
会
場
へ
行
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
と
こ
ろ
な
ん
だ
。

h
p
h例
え
ば
、

2
月
初
日
は
片
貝
地
区
の

，8h人
は
市
役
所
へ
は
行
か
ず
に
片
貝
公

民
館

へ
と
い
う
風
に
ね
。
受
付
の
資

料
が
全
て
臨
時
相
談
所
の
方
へ
持
っ

て
い
っ
て
し
ま
っ
て
る
か
ら
ね
。

可
い
が

う
っ
か
り
、
市
役
所
へ
来
て
み
た
ら

"的
行ハ

fuむ
申
告
で
き
な
い
っ
て
こ
と
も
あ
る
ん

だ
ね
。
気
を
付
け
な
き
ゃ
。

h
p
m
あ
と
は
、
市
役
所
で
し
か
受
付
け
出

，
鞍
vw
来
な
い
申
告
書
ゃ
、
税
務
署
で
し
か

受
付
け
出
来
な
い
申
告
書
も
あ
る
の

で
気
を
付
け
た
い
と
こ
ろ
だ
ね
。

相談日 |地区名|会 場 名

2月 20日(別|片貝地区|片貝公民館

2月 21日同|松倉地区|農協松倉支庖

2月 22日(金)I天神地区|農協天神支庖

2月 27日附|上野方地区|よ野方公民館

2月 28日同|経田地区|農協経田支庖

3月 1日倒|西布施地区|農協西布施支 庖

3月 6日附|下中島地区|
1 . ..._1農協中島支庖

3月 7日(ボ|上中島地区



強いのひるほ

冬
と
い
え
ば
ス
キ
ー
の
シ
ズ

ン
で
す
ね
。
今
年
は
ソ
ル
卜
レ
ー

ク
シ
テ
ィ
で
冬
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
例
年
に
も
増

し
て
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
。
ホ
ー
ツ
が
注

目
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

元
気
に
疾
走

ゲ
レ
ン
デ
の
最
速
娘
。
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佐
々
木

う
ら
ら

麗
さ
ん
(
十
五
歳
)
上
村
木

魚
津
市
は
昔
か
ら
ス
キ
ー
で
活

躍
す
る
選
手
は
多
い
で
す
が
、
今

シ
ー
ズ
ン
の
注
目
は
、
昨
年
、
県

の
大
会
で
優
勝
し
、
〈
王
国
大
会
で

も
好
成
績
を
残
し
た
東
部
中
学
校

三
年
生
の
佐
々
木
麗
さ
ん
で
す
。

今
年
も
既
に
県
中
学
選
手
権
・
県

体
で
優
勝
し
て
い
ま
す
。

佐
々
木
さ
ん
が
ス
キ
ー
を
始
め

た
の
は
小
学
校
一
年
生
の
頃
。

「
親
に
勧
め
ら
れ
て
魚
津
ジ
ュ

二

ア

レ

シ

ン

グ

チ

ー

ム

園

-
E
に
入
っ
た
ん
で
す
が
私

圃
・
・
と

同
し
歳
の
子
は
あ
ま

・
・
・
リ
い
ま

せ
ん
で
し
た

0

・
・
園
小
学
校
入
学
前
に
ス
キ

・
・
闘
を
、
ゃ
っ
た
こ
と

H

か
あ
っ

・
・
聞
た
の
で
そ
ん
な
に
抵
抗

・
・
聞
は
な
か
っ
た
で
す
。
」
と

・
・
闘
い
う
話
が
中
学
生
な
が

・
・
園
ら
も
キ
ャ
リ
ア

H

か
長
い

.

.

.
 こ
と
を
感
じ
さ
せ
ま
す

0

.

.

.
 「
毎
日
の
練
習
は
厳
し

・
・
圃
い
け
れ
ど
、
少
し
で
も

・
圃
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
を
と
い

・
・
闘
う
目
標
を
お
い
て
一
本

.

.

.
 一
本
の
滑
リ
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
」
冬
場
の
練
習
で

は
三
週
間
の
合
宿
生
活
も
経
験
し

た
と
か
。
練
習
の
な
い
日
は
ど
ん

な
事
を
し
て
過
ご
す
の
か
尋
ね
る

と
「
友
達
と
遊
ん
で
ま
す
。
C
D

を
聞
い
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
る
か

県の大会では向かうところ

敵無しの勢いです。

な
?
」
と
い
う
ご
く
普
通
の
中
学

生
ら
し
い
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。佐

々
木
さ
ん
の
活
躍
は
ス
キ
ー

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
陸
上
競
技

に
お
い
て
も
県
大
会
で
優
勝
、

「
八
王
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
し
て
、
国
立
競
技
場
で
走
っ

た
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
」
と

普
段
か
ら
元
気
い
っ
ぱ
い
な
女
の

子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
春
か
ら
高
校
生
に
な
る
彼

女
に
「
将
来
の
目
標
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
か
な
?
」
と
尋
ね
る
と
「
う
ー

ん
」
と
考
え
込
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
H

か
、
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ど
う

か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
今
は
目
前

に
迫
っ
た
大
会
で
好
成
績
を
残
す

の
が
目
標
で
す
。
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

身
長
一
五
七
セ
ン
チ
の
元
気
娘

が
今
年
も
ゲ
レ
ン
デ
で
の
び
の
び

と
活
躍
し
、
勝
利
の
さ
わ
や
か
な

笑
顔
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
祈
リ
た

い
も
の
で
す
。

大
n: 

来R気
功:今
く、
ん__，

岩
上

み【 J平岩 北 :
んお ;成上鬼
空母 :士伸江
包宇 :孟行
好ん ;四亜

完全 )空皇
る圭 :十 宝
子己 :七三
に j日 美
志 j生 妻
つ ;まど i 

~れ 芋
有d さ J

ん

女
ヌ

全土ゆ今

宮づっ之

T fフ
ちゃ

ん や
れ

青
水

清 三
水田

和
二 人
年
十明
里子

十え
日夫
生妻
ま 0)

れ芋
さ
ん

【
お
母
さ
ん
の
一
言
】

優
し
く
て
元
気
な
子
に
な
っ
て
ね
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ピ
卜
ブ
ル
ド
ッ
グ

H

か
日
本
に
い

な
い
の
は
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
確
か
に
ピ
卜
ブ
ル
ド

ッ
グ
が

魚
津
の
街
を
走
っ
て
い
る
の
を
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点

4

で
自
分
の
魚
津
の
生
活
と
口
ス
の

生
活
を
比
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
ロ
ス
に
住
め
ば
運
動
不
足
に

な
リ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
か
と
い
う
と

毎
日
学
校
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い

る
聞
に
、
ピ
ト
ブ
ル
ド

ッ
グ
に
噛

ま
れ
な
い
よ
う
に
頑
張
ら
な
い
と
、

十
三
回
も
狂
犬
病
注
射
を
さ
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

日
本
に
住
む
こ
と
は
、
口
ス
と

は
大
き
く
違
う
生
活
を
過
ご
す
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
に
来
る

前
に
、

日
本
人
は
親
切
だ
し
、
日

本
の
治
安
は
よ
い
と
聞
い
て
い
ま

し
た
が
、
車
の
“卜
ア
を
開
け
た
ま

ま
コ
ン
ビ
ニ

で
買
い
物
す
る
こ
と

が
普
通
だ
と
聞
い
た
時
に
絶
対
冗

談
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
ば
、

ロ
ス
で
は
そ
う
い

う
人

H

か

一
人
も
い
な
い
か
ら
で
す
。

毎
日
驚
い
た
り
意
外
だ
っ
た
り

す
る
こ
と
が
ま
だ
あ
り
ま
す
。
特

に
、
日
本
人
の
外
国
人
に
対
す
る

親
切
さ
と
好
奇
心
の
強
さ
に
は
、

ま
だ
ま
だ
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
日
本
人
は
、
文
化
、
皮
膚

の
色
、
体
の
大
き
さ
、
言
語
が
違

クツリエ

う
人
に
大
変
な
興
昧
を
持
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
外
国
人
は
酒
に

強
い
人
が
日
本
人
よ
り
多
い
か
ら
、

私
が
酒
を
水
の
よ
う
に
飲
む
と
日

本
人
は
信
じ
ら
れ
な
い
顔
を
し
ま

す
。
そ
し
て
、
私
は
そ
れ
を
見
る

の
が
非
常
に
面
白
い
で
す
。

私
は
二
年
前
に
京
都
に
住
ん
で

い
た
こ
と
が
あ
リ
ま
す
。
帰
る
電

車
の
中
で
隣
に
座
っ
て
い
る
四
十

歳
ぐ
ら
い
の
女
の
人
に
声
を
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
「日
本
語
で
書
け

る
の
で
す
ね
。
す
ご
い
で
す
よ
」

と
こ
の
女
性
が
英
語
で
言
い
ま
し

た
。
「ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の
」
、

「
ス
シ
ガ
好
き
な
の
」
「
ナ

ッ
ト
ウ

は
。
」
と
日
本
人
が
外
国
人
に
よ

く
す
る
質
問
を
次
々
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
時
、
こ
の
女
性
は
私
を
彼
女

の
自
宅
に
招
待
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
、
車
中
で
出
会
っ
た
外
国
人

の
男
性
を
招
待
す
る
理
由
は
何
だ

ろ
う
と
不
安
で
し
た
。
そ
の
時
、

「私
の
生
徒
に
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
説
明
し
て
く
れ
ま
し

た
。
彼
女
は
自
宅
で
英
語
を
教
え

る
先
生
で
し
た
。
招
待
を
受
け
て
、

食
べ
物
を
食
べ
な
が
ら
、
生
徒
た

ち
と
気
軽
に
話
を
し
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。
そ
れ
以
来
、
京
都
に
行

く
と
必
ず
彼
女
た
ち
と
一
緒
に
食

事
を
し
て
い
ま
す
。

憩
い
の
ひ
ろ
ば

わ
が
様
。
-π
軍
じ
る

ι

村
木
小
学
校
「
鴨
川
清
掃
グ
ル
ー
プ
」

記
念
す
べ
き
百
匹
目
の
サ
ケ
が
鴨
川
に
も
ど
っ
て
来
た

毎
月
第
三
日
曜
日
に
、

掃
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
結

成
さ
れ
た
「
鴨
川
に
も
サ
ケ
を
呼

ぶ
会
」
の
皆
さ
ん
が
行
っ
て
い
る

活
動
で
す
が
平
成
九
年
か
ら
、
私

た
ち
村
木
小
学
校
の
五
・
六
年
生

の
希
望
者
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

朝
八
時
に
J

R
高
架
線
下
の
橋

に
集
合
し
、
腕
長
ぐ
つ
を
は
い
て

川
に
入
り
、
湾
口
に
向
か
っ
て
ご

み
拾
い
を
し
ま
す
。
空
き
缶
、ヤ
ナ

イ
ロ
ン
袋
、
ト
レ
ー
な
ど
が
た
く

さ
ん
落
ち
て
い
ま
す
。
中
に
は
、

こ
わ
れ
た
植
木
ば
ち
ゃ
雨
が
さ
な

鳴
J
H川

主

[円

1
jご
/

ど
も
あ
り
ま
し
た
。

雨
が
す
ご
く
た
く
さ
ん
降
っ
た

日
に
掃
除
し
た
日
も
あ
り
ま
す
。

そ
う

い
う
時
で
も
「
鴨
川
を
私
た

ち
の
手
で
き
れ
い
に
し
な
き
ゃ
!
」

と
思
っ
て
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。

掃
除
を
し
て
い
る
時
は
い
つ
も

「
川
の
生
き
物
だ
け
で
は
な
く、

い
つ
か
は
人
間
ま
で
大
変
な
こ
と

に
な
る
か
ら
、
川
に
ご
み
を
捨
て

な
い
で
!
」
と
患
っ
て
い
ま
す
。

「
鴨
川
を
き
れ
い
に
す
る
ぞ
!
」

と
い
う
気
持
ち
で
掃
除
を
続
け
て

き
た
多
く
の
人
達
の
努
力
の
結
果
、

鴨
川
は
少
し
ず
つ
き
れ
い
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
昨
年
の
十
一

月
に
は
、
記
念
す
べ
き
百
匹
呂
の

サ
ケ
が
鴨
川
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
清
掃
活
動
を
続
け

て
、
昔
の
よ
う
な
き
れ
い
な
川
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
木
小
学
校
六
年
清
掃
グ
ル
ー
プ

代
表
・
石
津
望

一来

月

の

元

気

じ

る

し

は

一

一住
吉
小
学
校
の
予
定
で
す
。
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-
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走
り
初
め
は
元
旦
に

第
十
六
回
元
日
一
記
念
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
開
催

ー

/

1

新
年
一
月
一
目
、
恒
例
の
元

E
記

念
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
、

約
四
十
人
が
参
加
し
総
合
体
育
館
か

ら
魚
津
神
社
を
折
り
返
す
約
六
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の

コ
ー
ス
を
走
リ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
薄
曇
り
で
、
マ
ラ
ソ
ン

に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
。
「
元
日一ゃ
か
ら
っ
て
、
こ
た
つ
に

も
ぐ
っ
と
る
の
も
体
が
な
ま
る
か
ら

走
り
に
来
た
ち
ゃ
。
」
と
話
す
人
も
い

ま
し
た
。

参
加
者
は
魚
津
神
社
で
お
参
り
を

し
て
折
り
返
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に

今
年
一
年
の
幸
福
を
祈
り
な
が
ら
爽

や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

ー
/
叩

見
て
み
て
、

ぼ
く
ら
の
手
づ
く
り
ご
幣

道
下
保
育
園
児
が
火
祭
り
の
ご
幣
作
り

一
月
十
八
日
、
道
下
保
育
園
で
園
児
た

ち
が
愛
宕
神
社
の
火
祭
リ
で
燃
や
さ
れ
る

ご
幣
作
リ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
園
で
は

魚
津
の
伝
統
文
化
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

よ
う
と
毎
年
ご
幣
作
リ
を
行
っ
て
お
り
、

今
回
で
十
一
回
目
に
な
リ
ま
す
。

こ
の
日
は
五
十
年
以
上
火
祭
リ
に
携
わ
っ

て
い
る
沢
泉
さ
ん
の
指
導
の
下
、
園
児
た

ち
が
半
紙
を
切
っ
て
作
っ
た
約
二
百
枚
の

ご
幣
を
、
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
十
字

に
組
ん
だ
竹
に
ひ
も
で
結
び
付
け
て
行
き
、

最
後
に
榊
の
葉
や
天
狗
・
お
多
福
の
お
面

を
飾
り
つ
け
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が
作
っ
た
ご

幣
の
見
事
な
出
来
ぱ
え
に
、
満
足
感
で
い
っ

ぱ
い
の
様
子
で
し
た
。

1

/
日

賑3
や
か

あ
で

晴
れ
や
か
、
艶
や
か
、

新
川
文
化
ホ

l
ル
で
成
人
式
開
催

一
月
十
三
日
、
魚
津
市
で
は

成
人
の
日
よ
り

一
日
早
く
成
人

式
が
行
わ
れ
、
昭
和
五
十
六
年

生
ま
れ
の
新
成
人
五
百
八
十
四

人
が
、
晴
れ
て
成
人
の
門
出
の

日
を
迎
え
ま
し
た
。

会
場
で
は
懐
か
し
い
顔
に
久
々

に
会
っ
た
せ
い
か
お
し
ゃ

べ
り

に
華
が
咲
き
、
ま
た
お
互
い
の

晴
れ
着
姿
を
写
真
に
収
め
る
シ
ー

ン
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ

ま
し
た
。

手
〆可

式
で
は
新
成
人
の
代
表
者
が

「一

人
ひ
と
リ
が
希
望
に
満
ち

た
未
来
へ
と
は
ば
た
き
、
明
る

く
魅
力
あ
る
豊
な
魚
津
を
築
き

ょ
げ
て
行
き
ま
す
。
」
と
青
春

メ
ッ

セ
ー
ジ
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
平
成
十
四

年
成
人
の
日
記
念
魚
津
市
優
良

青
年
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

V
優
良
青
年
表
彰
(
敬
称
略
)

金
和
賢
仁
(
新
角
川
)

舘
和
生
(
東
尾
崎
)



崎地域の催しものなど企画広報室 "

広報広聴係へお知らせください

H23-1015 

E-mail 

|くouhou@city.uozu.toyama.jp

ー
/
げ

昔

の

人

達

て

手

先

が

器
用
だ
っ
た
ん
だ
な
あ

吉
島
小
児
童
、
わ
ら
細
工
を
体
験
学
習

つ

一
月
十
七
日
、
六
郎
丸
の
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
吉
島
小
の
五
年
生
九
十
人
が
わ
ら
で
、

力
メ
の
置
物
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

吉
島
小
の
五
年
生
は
米
に
関
す
る
総
合
学
習

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
回
の
わ
ら
細
工
体
験

は
そ
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
地
域
の
農
家
の
人
を
講
師
に
招

き
、
作
り
方
を
教
わ
り
な
が
ら
作
業
を
進
め
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
わ
ら
を
編
み

込
む
作
業
が
難
し
く
、
も
ど
か
し
い
思
い
を
し

な
が
ら
も
力
メ
の
形
に
仕
上
げ
、
そ
の
出
来
上

り
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

ー

/

n

お
茶
の
お
味
は
い
か
が
で
す
か
?

野
方
保
育
園
で
初
釜
お
茶
会

一
月
二
十
二
日
、
野
方
保

育
園
で
初
釜
の
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
年
長
組
の
園
児

二
十
二
人
が
、

四
月
か
ら
練

習
し
て
き
た
成
果
を
披
露
し
、

年
中
組
以
下
の
園
児
た
ち
に

お
茶
を
点
て
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
自
分
達
の
顔

の
大
き
さ
ほ
ど
も
あ
る
茶
碗

を
の
ぞ
き
こ
む
よ
う
に
し
て
、

お
抹
茶
を
味
わ
い
ま
す
。

飲
み
な
が
ら
、
と
な
り
の

友
達
と
顔
を
見
合
わ
せ
て

「
お
い
し
い
お
茶
だ
ね
、
そ
っ

ち
の
は
ど
う
?
」

「
う
ん
、
お
茶
の
昧
す
る
よ
。
」

と
あ
ど
け
な
い
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

官~
明司・

A 
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リアルタイムな情報はホームページ &FMラジオで

ナイスTVでは、番組のタイムテーブル(香組表)を l魚津市公式サイト http://www.city.uozu.toyama.jp/

ホームページで提供しています0 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一歩I N I C E T V http://www.uincnet.ne.jp/ 

スポ己もV盤強懇 623-1046 
http://www.uincnet.ne.jp/-spo-uozu/ 

新発貝!冬の桃山トレッキシヴ
~歩くスキーとスノーシュー(西洋かん

じき)であるきませんか~

期日 2月17日(日) 9:00~15:30 

場所 桃山運動公園周辺

対 象 健康に自信のある方 50名程度

参加費 1，000円(保険料、食材費含む)

フタミリーふれあい運動叡室

」子、

冬を遊|まう!雪まみれ倣験教室
~歩くスキーと雪上レクリエーション等~

期日 2月23日(土)・ 24日(日)1泊 2日

場 所 斑尾高原(長野県)

対 象 小学生以下の児童とその家族 30名

参加費子供 10，000円大人 13，000円

(保険料、食材費含むリフト代は別途)

以上 3件の問合せ先はスポーツ課です↑

新川 FMラジオミュー 76.1 MHz (CATVでは 76.7MHz)

こ子 むもわ しご， q-
!号室。ごpターと@書館7dO'0):f1宍!匂けイベ〉ト

で布。 親二手で鏡 hでo)出力、けくをさい。

日
はじまリ ム場

行事名と会場など時間
疋-:zー3』「:貝E二コ

ワ日 (木) チャレンジあそばん会15:30 
8日 (金) かもめ 1分間でどれだけできるか

13:30 4種目の遊びで記録に挑戦!

q日 (土)10:30 図書館 子供映画赤毛のアン

14:00 つぱめ バレンタインチョコをつくろう

13日 (水)

14日 (木)15:00 つぱめ
指編みをしよう
(太田の毛糸を持ってきてね。)

15日 (金)
15:30 カルメ焼きをつくろう

かもめ
昔ながらの昧をあじわいましょう。13:30 

14:00 こぱlと 映写会
16日 (土) ディズ二一アニメ「アラジン」

14:00 図書館
お話の会 ボランティアのみなさん
に絵本を読んでもらいます。

18日 (月)
こぱと

ベットボトルでビーズ作り15:00 
世界でただ一つのビーズが作れるよ。1q8 (火)

21日 (木)
つぱめ

陽気なキツツキを作ろう15:00 
木を伝っておりる姿が面白いよO22日 (金)

21白 (木) はたおり
15:30 はたおりさを使って小物をつ くって

22白 (金) かもめ
みましょう。

23白 (士) 13:30 申込みが必要 (18日までセンタ-ヘ)

10:30 図書館
子供映画
きんきょがにげた他 2話

238 (士)
まるごとザなべ11 :00 こぱと
材料を持ちよりみんなで食べよう。

問童む〉ターσ)電話番暑と閉館時間・休館e
こぱと 大町 かもめ経団 つぱめ 本江草富時
624-2402 623-1777 623-5133 日

日間
:曜午午
-後前

1 祝安刀2ミL 6 9 
時時

日0030:
分分
まか I

小1ふうこちゃん 小2だいき くん 小1ゅうじくん
でら

侭;¥、 図書館では、ボ'ラランテイアの会「あお、はなしを楽し量む恰凶会釦」 吋さ払叫叫んω川に巾こ
を開いていますO あなたも入会してみませんか。

館開館時間と休館日は 21ページをこ覧くださいo

炉問合せ先 ii22-0462 



2月のうおづ
行事国イベント
知つ得情報 1 水議 鎗

ミラージュギャラリー 川端豊次水墨画展
(25日まで新川文化ホール)

281(土)1市民教養講座ハートフルセミナー(13:30"-'新JII文化ホール)

①歌の楽しみ
洗足学園魚津短大教授森野 信生氏

381，，，¥1魚津市フットサル大会小・中学生の部
|旧)1

筋合 1¥'-"1 (9:00'"'-'あリそドーム)

ft24-4100 
http://www.city.uozu.toγama.jpjsuizokuj 

《ふれあい学習会》

『即骨簡単蹄州しま勢腔問ラ~ J 
海藻は、うまく配置をすると繊細

な模様の絵ができます。今回は、

電子レンジで即席海藻入リのしお

りを作ります。

日時 2月24日(日)と 3月17日(日)

10:00"'-' 15:30 (随時受付ます)

定員 1日各 100名まで

費用 入場料のみ必要

会場及び申込み先 魚津水族館

纏綾器館鍋鶴

f織淳ナヂ主ヲJt等、マラリー2]閤倦申/

符 η-1049

埋没林博物館の資料写真か

ら、 様々な自然のシーンを

抜粋。写真を通して魚津の

自然を再認識しましょう。

3月 31日(日)まで

埋没林博物館 展示通路

行
事
・
イ
ベ
ン
ト

知
っ
得
情
報

ft22-1263 
(市総合体育館)

依富勉舎52LC2之
市民教養講座ハートフルセミナー(13:30"-'新JII文化ホール)
③ 心豊かな二毛作人生を目指して
担羽生命保険文化センター特別講師 津 春生氏

2月の歩こう会 (7:50JR魚津駅集合)
JR東富山駅~浜黒崎~水橋駅または滑川駅
問合せ先 魚津歩こう会 H24-3123盛永まで

http://www.uincnet.ne.jp/-spo-uozu/sinkirou.html 

魚津市制施行50周年・体育協会創立 50周年記念

第22困魚津むんき 3るマラソシ
4月21日(日)開催&招待選手決定(参加申込み受付中)

【種目】ハーフマラソン、10・5・3kmの各

コースに年齢別・男女別の区分があります。

【参加費】 一 般 3，000円、高校 2，500円、
中学生 2，000円、小学生 1，500円

【申込み先】 総合体育館、ありそドーム、

市内各スポーツ庖、市教委スポーツ課まで

【申込み締切り】 3月23日(士)まで
【問合せ先】 闘魚津市体育協会H23-6550
《大会ボランティアも募集しています。》

招待選手

山 口 衛 里 さん
間野敏夫さん
寺津 徹さん

ありそドーム館内メンテナンスのため臨時休館

ありそのランニングコースは 3、9、10、11、24日が利用できません。



農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

を
縦
覧
し
ま
す
。

州
国
明

E

2
月
幻
日
出

1
3月
9
日
出

選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

判
働
制
団

3
月
3
日
同

1
7
日
附

V
縦
覧
場
所
・
問
合
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
市
役
所

2
階
総
務
課
内
)

包
幻
・

1
0
1
9

古
い
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

N
T
T
で
は
、
環
境
・
資
源

保
護
を
考
え
て
、
古
い
電
話
帳

を
回
収
し
て
い
ま
す
。
資
源
の

リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

回
収
期
間

3
月

2
日
出
か
ら
日
日
幽

配
達
員
が
新
し
い
電
話
帳
を

届
に
伺
い
ま
す
の
で
不
要
と
な
っ

た
電
話
帳
が
あ
り
ま
し
た
ら
渡

し
て
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

タ
ウ
ン
ペ

l
ジ
セ

ン
タ

ー

一鱒

0
1
2
0
・
5
0
6
3
0
9

ご
利
用
く
だ
さ
い

母
子
修
学
資
金

貸
付
対
象
者

市
内
に
住
ん
で
い
る
母
子
家

庭
の
母
、
お
よ
び
父
母
の
い
な

い
家
庭
の
養
育
者
で
、
お
子
さ

ん
が
高
校
、
短
大
、
大
学
、
専

門
学
校
な
ど
に
就
学
す
る
学
資

の
調
達
が
困
難
な
方

貸
付
限
度
額
(
無
利
子
・
月
額
)

通
学
条
件
に
よ
り

1
万
8
0
0
0
円
か
ら

最
高

6
万
1
0
0
0
円
ま
で

申
込
み
期
限

第
1
回
目

3
月
間
日
同

第

2
回

目

以

降

随

時

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
役
所

1
階
社
会
福
祉
課

児
童
家
庭
係
宮
幻
・

1
0
0
6

( 2月)

0実施地域村木地区金浦町

大町地区上口 1・2丁目

新角川1・2丁目

本江地区 鴨川町・並木町

炉問合せ先 県 LPガス保安センタ-

新川地区支所ii24-5340

査保安点検LPガス

農
振
除
外
澱
い
は

2
月
初
日
蜘
ま
で
に

農
業
振
興
地
域
内
で
あ
っ
て
、

農
地
を
宅
地
等
に
転
用
す
る
場

合
に
は
、
事
前
に
農
用
地
以
外

へ
の
用
途
変
更
(
除
外
願
)
が

必
要
で
す
。

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
認
可
さ

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

事
前
に
協
議
願
い
ま
す
。

添
付
書
類
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

市
役
所

3
階
農
業
水
産
課

振
興
係
岱
お
・

1
0
3
2

平成 13年中の

魚津市の交通事故発生状況を

お知らせします

]@ 

一
軽
自
動
車
原
付
バ
イ
ク
な
ど
の
廃
車
手
続
き
を
忘
れ
な
く

乗
ら
な
く
な
っ

た
原
付
バ
イ

ク
や
軽
自
動
車
の
廃
車
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か
。

廃
車
手
続
き
が
済
ん
で
い
な

い
と

4
月
以
降
新
た
に
軽
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま
だ

廃
車
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人

は
3
月
中
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
o

v問
合
せ
先

市
役
所

l
階
税
務
課

庶
務
係
岱
お
・

1
0
0
8

※
軽
自
動
車
等
の
廃
車
手
続
き

届
出
先
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

手
続
き
に
は
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

~ 平成 12年 対比

人身 事 故
260件 313件 +53 

件数

死者数 3人 3人 .。
負傷者数 313人 372件 +59 

物損 事 故
981件 934件 47 

件数

種類 届け出先

原付バイク

(125cc以下) 市役所税務課庶務係

小型特殊自動車 ii23-1008 
(農耕用、7オークリ7トなど)

バイク 富山陸運支局

(125ccを超えるもの) fi076 -423 -6618 

軽自動車
富山県軽自動車協会

fi076-424-6420 

平成 13年中の交通事故の特徴

-交通死亡事故は、 3件 3人と前年と同数。

-人身事故件数は、 313件と前年より 20.4パー
セント増加した。

-車対交通弱者(自転車、歩行者等)の事故

が 85件と前年より 54.5)て一セント増加した0

・脇見運転、安全不確認などに起因する事故

が依然として多く、全事故の 64パーセント

を占めているO

・ひき逃げ事件、当て逃げ事件などの悪質な

事件が増加した。

今年は交通事故が 1件でも少なくなるよう

にみんなで交通ルールを守りましょう。

惨市民生活課交通安全係 ii23-1004 



NICE TVではケーブルテレビ加入促進の

ためキャンベーン期間を延長します。

1鎖国関翠調~~~お間態
固定資産税 (第 4期分)

国民健康保険税(第 8期分)

介護保険料 (第 6期分)

下水道受益者負(分)担金(第 4期分)

9月末までお得だよ

9月末まで、お得なキャ ンペー

ン価格で加入受付をしています。

期間中にぜひケープルテレビに

加入してください。

不用品交換
Oもとめます・ 3段カラーボ'ックス

.ジュニアシー卜 (2歳)

・スキーウェア(子ども用 120"'-'140cm) 

Oゆずります・介護用ポータブルトイレ

砂申込・問合せ先

市役所 2階総務課行政係fi23-1019

TVだと全てのエリ アで初期費用(加入料+標準工事費)力〈

通常価格より 30，000円引き!

NICE TV 加入料 標準工事費 利用料(月額)

通常
(テレビlt:i) (テレビ3台まち

30， (削円 50，000円
ホムタミナル ホームターミナル

30，000円
1台 1台追加ごとに

TV放送
tf;へ。-;

0円 20，000円 3，000円 1，000円
(1 "'3期) 追加

tf;へ.四〉
10，000円 20，仰向 40，000円(4期)

通常
(ノ干ノコンlt:i)

30，α1)円
tf;へ。-;

20，000円
下表のインターネット

(1 "'3期)
20，000円

通リ
tf;へ。司〉

20，000円 20， (xx)円(4期)

通常 40，αx)円 60，000円 ホームターミナル

TV放送 40，000円
1台追加ごと に

+ 
tf;へ。-;

10，000円 30，000円
下表の 1，000円

インターネy卜
(1 "'3期) 通リ 追加

tt;へ.サ
20，000円 30， (xx)円 50，000円(4期)

ケーブルテレビで

ラジオが間ける?

そうなんです。ケープルテレビには、

テレビだけでなくラジオ電波も流れて

います。

ホームターミナルと、ラジオ・チュー

ナーを結ぶことによリ、 FM放送を受

信することができます。

ホームターミナルの裏側

インターネット インターネットだけ テレビとの
通信速度 の使用料金 セット料金

256 Kbps 3，800円
6，800円が

6，300円に

512 Kbps 4，500円
7，500円が

7，000円に

1.5Mbps 5，500円
8，500円が

8，000円に

セット加入で

さらに500円お得!

(※消費税は別途)

ケーブルテレビは魚津市が魚理インフォ メーショ ンセンターに管理運営を委託しています。

外部出力とラジオチューナ一 (同軸

ーブル入力ヘ)をつなぐと受信OK

ホームターミナル背面の 「外部ヘ」

の端子から信号を取り出すことができ

ます。

また、テレビの同軸ケーブルを 2分

配(もしくは 1分岐)して、ラジオヘ接

続して聞くこともできます。 市販の整

合器等も利用できます。

※分岐、分配により 信号レベルが下が

るため、テレビ画像に影響力〈出る場

合があリます。

お
知
ら
せ

~ ~[g lr¥i1 
開0120・344・714

普通に聞くのとは周波数が変わって

いますので、ご注意ください。

ラジオ・ミュー・・・76.7MHz
NHK FM ・・・82.1MHz
FMとやま ・・・83.3MHz 

関J:芝52076523・1021

ラジオの電波が弱

いところでもきれい

に聞こえるんでちゅー
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教室

講座

障
害
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
教
室

障
害
者
の
方
で
、
パ
ソ
コ
ン

初
心
者
の
方
を
対
象
に
基
本
操

作
を
学
び
ま
す
。

制
判
明
閣
閣
直

日
時

2
月
お
日
凶
・

μ
日
同

午
後
1
時
か
ら

4
時

定

員

叩

人

身

体

障

害

者

一

(
肢
体
不
自
由
者
の
み
)
の
方
一

日
時

3
月
2
日
出
・

3
日
間

午
前
日
時
か
ら
午
後
4
時

定

員

日

人

閣
閣
問
凶

日
時

3
月
日
日
同
・
幻
日
同
・

μ
日
同

午
後
l
時
か
ら

4
時

定
員

6
名

い
ず
れ
も
会
場
は

身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
(
旧
職
業
安
定
所
)

※
受
講
料
は
無
料
で
す

申
込
み
締
切
日

2
月
ロ
日

ω

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
岱
お
・

5
2
6
0

mmω

・
5
2
6
1

一
英
語
で
お
話
し
ま
せ
ん
か

一
一
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
サ
ロ
ン

日
時

2
月
ロ
日

ω

午
後
7
時
か
ら

8
時
半
ま
で

会
場
市
役
所
第
三
一
会
議
室

V
問
合
せ
先

市
役
所
2
階
企
画
広
報
室

男
女
協
力
・
国
際
係

岱
お
・

1
0
1
7

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

!
と
や
ま
ら
し
さ
の
発
足
i

2
月
日
日
同

午
後
2
時
か
ら

4
時
半

会

場

東

京

第

一
ホ
テ
ル
魚
津

定
員

1
0
0
人
※
入
場
無
料

「
と
や
ま
ら
し
さ
」
を
活
か
し

た
様
々
な
事
例
等
の
紹
介
を
行

な
い
な
が
ら
個
性
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

基
調
講
演

池

寄

助

成

氏

(
富
山
国
際
職
雲
学
院
教
授
)

風

間

耕

司

氏

(
フ

ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ユ
ニ
テ
ィ
代
表
)

主
催
富
山
県
・
魚
津
市

共
催
富
山
県
都
市
計
画
協
会

V
問
合
せ
先

市
役
所
2
階
都
市
計
画
課

業
務
係

8
n
・
1
0
3
0

日
時

女
子
野
球
の
世
界
一
決
定
戦

問

ω
れ
ハ
U

第
3
回
女
子
野
球
世
界
選
手
権
大
会
が
や
っ
て
く
る
!

2
0
0
3
年
夏

魚
津
で
の
大
会
開
催
が
内
定

来
年
日
本
で
開
催
さ
れ
る

「
第

3
回
世
界
女
子
野
球
選
手

権
大
会
」
が
、
魚
津
の
桃
山
野

球
場
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
内

定
し
ま
し
た
。

国
際
女
子
野
球
協
会
が
主
催

す
る
「
世
界
女
子
野
球
選
手
権

大
会
」
は
、
昨
年
第

1
回
大
会

が
カ
ナ
ダ
で
開
催
さ
れ
、
日
本
、

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の

4
カ
国
が
参
加
。

今
年
の
第
2
回
大
会
は
、

9
月

に
ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
内
定
は
、
魚
津
市
が

女
子
大
学
野
球
発
祥
の
地
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
全
国
大
学
女

子
野
球
大
会
の
開
催
実
績
な
ど

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
今
月

中
に
発
足
予
定
の
日
本
女
子
野

球
協
会
で
正
式
決
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
第

2
回
大
会
に
出
場

す
る
全
日
本
チ

l
ム
の
強
化
合

宿
が
今
年

8
月
に
魚
津
で
行
わ

れ
、
印
月
に
は
、
市
制
印
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
女

子
軟
式
野
球
の
日
本
一
を
決
め

る
「
第
8
回
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
」

も
魚
津
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

)泣 ー
事'y

鳴
一

嶋号

、-~叫す_.一.

警

「
世
界
女
子
野
球
選
手
権
大
会
」

の
開
催
は
、
魚
津
市
を
世
界
に

発
信
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、

市
で
は
今
後
、
開
催
に
向
け
た

P
R
活
動
を
積
極
的
に
行
い
大

会
ム

l
ド
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



-開館時間・

平日 9:30~18:00

土日 9:30~16:00

・ 2月の休館日・資料展

3目、 11目、 12日 「武隈文書展」

17目、25日、28日 3月30日出まで

あっという聞に文書が読めて、しっかり理解できる!

全世界で 20万人が使っている驚異の学習法が、つい

に日本初上陸です。この情報氾濫時代に「忙しくて本を

読む時聞がない」 という方への福本となりますように。

楽しくえらんでζの一冊 噺着図書から】

.一般 φ文学・小説

空飛ぶ車イス 木島英登 桃源郷の人々 青木雄二

やがて中国の崩壊がはじまる 耳なし芳ーからの手紙

コードン・チャン 内田康夫

2 0 0 2日本はこうなる 遠ざかる祖国 逢坂 剛

三和総合研究所 逃避夢/焼け犬 藤谷文子

いま本当の危機がはじまった 千里眼の撞 松岡圭祐

中西輝政 手紙 山本昌代

2 1世紀の戦争文雲春秋編 コヂラ 高橋源一郎

金融再生の誤算 藤井良広 ダイヤモンド ・工イジ

銭湯の謎 町田忍

お
知
ら
せ

私は、おつかなパパア 室井 滋

冬子の兵法愛子の忍法

上坂冬子・佐藤愛子

φ児童

ゅうれい出したら 3億円

ジャン・フランソワ・メナール

フクロウはだれの名を呼ぶ

ジーン・クレイク.ヘッド・シ"ョージ

ハービ のおかしなケーキうた

ぺトラ・マザーズ

どうよう名曲えほん

ひかリのく に

二一ル・ スティーヴンスン

-図書館講座で知識を得ょう

5日側 朗読録音研修会

13日附 川柳教室

15日樹 古文書解読会

18日(月)魚津読書会

22日幽時事英語を読む会

23日出魚津短歌会

24日(日)源氏物語を読み通す会

268tkl草かなで読む読書会

14---15Pのお知らせカレンダーも見てね

地球人集まれ 1

3 ， n~o 
富山県に住んでいる国際交流員や外国語指導助手

との心の交流。誰でも参加できる異文化体験 !

日時 2月 17日(日) 12 時半~16 時

場所新湊市中央文化会館

入場無料

炉問合せ先 とやま国際センタ-

H076 -444 -2500 

IJ@ 

魚津地域職業訓練センター

講 習案内

( 1T 講 習 〉

コース 日程 受付期間

ワープ口基礎 3/4(月)~ 6 (別
2/5(火)

表計算基礎 3/7 (木)~9は)
~22(金)

インターネット入門 3/11 (月 )~13 (水)
2/5(火)

パソコン活用 3/ 14(木)~16 (士)
~28 (:木)

時間 いずれのコースも

午前 9時半から午後 4時半まで

受講料無料(別途教材費が必要) 定員 20名

※希望者多数の場合は、抽選となリます。

申込用紙は魚津地域職業訓練セ ンタ一、市役所 3

階商工観光課、魚津公共職業安定所にあリます。

〈P 0 P 広告入 r~)
パソ コンを使って、値段表、ちらし、広告等の

基本的な描き方を学ぶこ とができます。(対象 ワー

ドのできる方)

日時 3/4 (月)・5(火)・7(木)・8(創

午後 6時から午後 9時まで

定員 20名(申込JI慎定員となり次第締切り)

受講料 3，000円(教材費込み)

申込方法 電話にて受付

申込期間 2/5 (刈 ~ 2/23は)

〈経営セミナー「経営のヒントJ) 

景気の停滞、不良債権問題、国内産業の空洞化、

デフレの進行、 リストラの加速、失業率の上昇な

ど中小企業の取り巻く環境は、過去に経験したこ

とのない厳しい状況に見舞われ、経営の舵取リに

奮闘しておられる企業の皆様に参考にしていただ

ければと今回のセミナーを企画しました。

日時 2/22 (金) 午後 1時 30分から

講師理想経営代表山本正樹氏

場所 魚津地域職業訓練センタ-

定員 120名入場無料

申込方法 電話にて受付

炉申込み・問合せおよび会場

魚津地域職業訓練センタ H24 -9579 



育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
!

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
が
昨
年
十
一
月
九
日
に
成
立
、

同
月
十
六
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
今
年
の

四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

⑦
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止

事
業
主
は
労
働
者
が
育
児
休

業
や
介
護
休
業
の
申
出
や
取
得

し
た
こ
と
を
理
由
に
、
当
該
労

働
者
に
対
し
て
解
雇
そ
の
他
不

利
益
な
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。

②
時
間
外
労
働
の
制
限

小
学
校
就
学
前
の
子
の
養
育

又
は
要
介
護
状
態
に
あ
る
対
象

家
族
の
介
護
を
行
う
労
働
者
は
、

一
か
月
当
た
り
二
十
四
時
間
、

一
年
当
た
り
一
五

0
時
間
を
超

え
る
時
間
外
労
働
の
免
除
を
請

求
で
き
る
。

③
勤
務
時
間
の
短
縮
等
の
措
置

義
務
の
対
象
と
な
る
子
の
年

齢
の
引
上
げ

勤
務
時
間
の
短
縮
等
の
措
置

に
係
る
事
業
主
の
義
務
の
対
象

と
な
る
子
の
年
齢
を
、
一
歳
未

満
か
ら
二
一
歳
未
満
に
引
上
げ
る
。

④
子
の
看
護
の
た
め
の
休
暇
の

措
置

事
業
主
は
小
学
校
就
学
前
の

子
の
看
護
の
た
め
の
休
暇
制
度

を
導
入
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

⑤
労
働
者
の
配
置
に
関
す
る

配
慮

事
業
主
は
、
就
業
場
所
の
変

更
を
伴
う
転
勤
を
さ
せ
よ
う
と

す
る
場
合
に
は
、
労
働
者
の
育

児
や
介
護
の
状
況
に
配
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

山
ジ

富
一
九

¥
へ
ま

-
c
f

，、
て
一
引
い

い
ホ
れ

つ
の
さ

に

局

載

細

働

掲

詳

労

に

※
 

⑥
職
業
家
庭
両
立
推
進
者
の

選
任

事
業
主
は
、
職
業
家
庭
両

立
推
進
者
を
選
任
す
る
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑦
国
等
に
よ
る
支
援
措
置

国
は
、
労
働
者
の
仕
事
と
家

庭
の
両
立
に
つ
い
て
の
意
識
啓

発
等
を
行
う
。

※
な
お
、
改
正
法
の
一
部
、

「
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
」
と

「
職
業
家
庭
両
立
推
進
者
の
選

任」、

「
国
に
よ
る
意
識
啓
発
等
」

に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、

昨
年
の
十

一
月
十
六
日
か
ら
施

行
し
て
い
ま
す
。
改
正
法
に
基

ご
つ
く
省
令
、
指
針
に
つ
い
て
は
、

今
後
定
め
て
い
く
予
定
で
す
。

~@ 

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
&

給
付
金
説
明
会
を
左
記
に
よ
り

開
催
し
ま
す
。

園
川
闘
閣

日
時
二
月
二
十
六
日

ω

午
後
一
時
半
か
ら
午
後
四
時

場
所
富
山
県
市
町
村
会
館

軍
四
到
閣

日
時
二
月
二
十
二
日
以
回

午
後
二
時
か
ら
四
時
半

場
所
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

画
団
凶
閣

日
時
三
月
一
日
凶

午
後
一
時
半
か
ら
午
後
四
時

場
所
新
川
文
化
ホ
ー
ル

※
魚
津
会
場
で
は
雇
用
関
係
給
付

金
制
度
等
の
説
明
も
あ
り
ま
す
o

v説
明
会
の
申
込
み
先

問
二
十
一
世
紀
撃
未
財
団

富
山
事
務
所

8
0
7
6
・
4
4
4
・
1
5
2
6

V
問
合
せ
先

富
山
労
働
局
雇
用
均
等
室

8
0
7
6
・
4
3
2
・
2
7
4
0

¥
l

相
談
は
無
料
で
す
l
i
j

f
i
-
-
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
¥

曜
日
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

月
j
金
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

隠
蹴
蹴
凶

9
時

i
口
時

調
鶴
間
図

(
予
約
制
)

第
4
火

曜

日

目

時

i
凶
時

渇
望

第

1

・3
木
曜
日

w-川
崎
崎
品
。

2
m
A

・
1
0
0
3

日
時

1
日
時

市
民
相
談
室

園
嗣
蹴
mm

第

2
金
曜

日

目

寺

l
M時

会

場

サ

ン

プ

ラ

ザ

問

合

せ

は

富
山
地
方
法
務
局
窓
辺
・

0
4
6
1

開
問
問
題

平
日
の
9
時

i
t

と
第
1

・
3
土
曜
日

9
時

1
ロ
時

市
教
育
セ
ン
タ
ー
宮
お
・

1
7
1
7

U

諸
透
場
諸
点

8
時
加
分

1
日
時
日
分

宮
川

ω
・
1
0
2
5

••• 

市
商
工
観
光
課

自
国
醇

9
時

i
灯
時
市
役
所
高
年
齢
者

職
業
相
談
室
包
幻
・

1
0
9
1

園
田
純
国

4
1
4

パ
1
ト
雇
用
セ
ン
タ
ー
(
サ
ン
プ
ラ
ザ
内
)

2
n
・
8
1
5
2



募集

闘
魚
津
建
築
す
向
等
職
業

闘
訓
練
校
訓
練
生
募
集

訓
練
期
間

2
年
間
(
月

5
回
)

毎
週
水
曜
及
び
第

2
土
曜
日

申
込
期
限

3
月
日
日
出

経

費

事
業
主
負
担

訓
練
修
了
者
に
は
、
県
知
事

の
認
定
終
了
書
が
交
付
さ
れ
国

家
試
験
2
級
技
能
士
の
受
験
資

格
(
学
科
試
験
は
免
除
)
が
得

ら
れ
ま
す
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
建
築
高
等
職
業
訓
練
校

8
n
・
5
0
7
8

園
田
一
一
…
部
職
業
能
力
開
発

国
セ
ン
タ
ー
受
講
生
募
集

住
宅
サ

ー
ビ

ス
科

ω名

情
報
サ
ー
ビ
ス
科
別
名

受
講
期
間

4
月
か
ら

9
月
の

6
か
月
間

願
書
受
付
期
間

2
月
ロ
白
川
w
j
3
月
1
日
倒

応
募
方
法

・
雇
用
保
険
受
給
者
:
・

公
共
職
業
安
定
所
へ
願
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ

い
。

・
一
般
応
募
者
:
・

黒
部
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ

ー

へ
願
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
o

v問
合
せ
先

黒
部
市
三
日
市
叩

黒
部
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

a
mω

・
0
2
5
1

一
郵
便
局
モ
ニ
タ
ー
募
集

応
募
資
格

満
別
歳
以
上
で
、
郵
政
事
業
に

関
心
を
持
っ
て
い
る
方

委
嘱
内
容

ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
回
答

モ
ニ

タ
ー
会
議
へ
の
出
席

意
見

・
要
望
の
随
時
提
出
な
ど

モ
ニ
タ
ー
委
嘱
期
間

4
月
1
日
か
ら
1
年
間

応
募
方
法

各
郵
便
局
に
備
え
付
け
の
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
最
寄
り
の
郵
便
局
窓
口
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切
り

2
月
日
日
同

V
問
合
せ
先

魚
津
郵
便
局
総
務
課

8
2

・
0
4
0
0

30，000円

300，000円

3，000円

10，000円

15，000円

7，000円

10，000円

100，000円

10，000円

22，700円

19，211円

50，000円

20，000円

50，000円

100，000円

20，000円

49，990円

30，000円

200，000円

6，500円

50，000円

1，069円

100，000円

3，000円

100，000円

247，004円

闇
市
営
住
宅
・
特
定
公
共
賃

闇
貸
住
宅
の
入
居
者
募
集

募
集
戸
数

嗣
凶
閣
白

川
の
瀬
住
宅

3
D
K

l
戸

(
2
階
)

閏
附
閣
劇
団

天
王
住
宅

3

D

K

l
戸

(
4
階
)

申
込
期
間

2
月
1
日
幽

i
m
日
附

※
入
居
条
件
や
選
考
方
法
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

市
役
所

3
階
公
園
住
宅
課

業
務
係

岱
お

・
1

0
2

6

10，000円

100，000円

50，000円

50，000円

200，000円

160，516円

101，590円

20，000円

50，000円

200，000円

ご寄付ありがとうございます
惨善意銀行ヘ

(故)尾 崎チソ

匡名

三井自動車(株)友の会

(司魚津飯金

JAうおづ女性部

魚津保育園職員一同

京扇会

橋 本三郎 新角川1丁目

吉島保育園母の会

魚津市老人クラブ連合会

北陸銀行北親会

新ハ|水橋信用金庫信金会

中村 かずえ 上村木2丁目

(故)中 村はる 青島

(故)大久保緑 新角川 2丁目

(故)守千佐子 諏訪町

スイミングア力デミ-魚津北鬼江2丁目

魚津ボランティア連絡協議会

(故)誠田平八郎 吉島

魚津第二保育園職員一同

(故)山口博 上村木

魚津警察署

(故)岡田精月三 浜経田

経;畢武志 新角川 2丁目

(故)布目唯之 千葉県鴨川市

愛の募金箱 (市内各施設37か所)

険社会福祉基金ヘ

久保 田茂 北鬼江2丁目

粛木マル子 室田

(故)横田一成 経田西町

産 瀬ミヨシ 住吉

;賓谷佐久三 大光寺

本;工老人クラブ連合会

魚津工業高校インタ-アクトクラブ

上田精一 持光寺

寺 崎順一 六郎丸

よ 里賢治 釈迦堂1丁目

本江

天神野新

吉島

お
知
ら
せ

盟
諸
蹴
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2
水
曜
日

日
時

1
日
時
叩
分
会
場
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宅
相
談
所

E
n
・
5
0
7
8

間
同
蹴
倒

健
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セ
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9
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時
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・
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9
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ー
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時
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間
)
在
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護
支
援
セ
ン

(
西
部
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2
M
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9
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暗

新
川
保
健
所
魚
宰
五
附

宮
川仏・

0
3
5
9

m隠
同
隣
鶴
揃

9
時
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時

交
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セ
ン
タ
ー

2
2
・
1
7
4
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日
弁
連
交
通
事
故
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談
セ
ン
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ー

木
曜
日
時

1
日
時
(
弁
護
士
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館
内
)

2
0
7
6
(
4
2
1
)
4
8
1
1
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月総d. 
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記迎~()令、 (i)~法命令 ffig~~(詰r;;;;J~
2 月 1 日 ~7 日は生活習慣病予防週間です。

あ なたにもでき号
室活習慣漏予防
生活習慣病は、偏った生活習慣

を続けることによって進行し、初
期にはほとんど自覚症状がなく、
5年後、 10年後に病気となって現
れてくるといわれています。

(生活習慣病を防く 7つの健康習慣

①適正な睡眠時間をとるO

②喫煙しない。
③適正体重を守る。
④お酒の飲みすぎに注意する。
⑤定期的に運動する。
⑥朝食を毎日食べる。
⑦間食をしない。

@地区での健康相談会
高血圧・高脂血症・糖尿病などが気にな
る方のための相談会です。健康手帳をご

持参ください。(受付は 30分間です)

実施月日 受付開始 コd=hz• 場

4日(月) 本江公民館

2 6日(水) 13 : 30 健康センター

21日(木) 経団公民館
月 9 : 30 道下公民館

28日(木)
13 : 30 下中島公民館

4日(月)
9 : 30 大町公民館

3 13 : 30 健康センター

6日(7.付
9 : 30 村木公民館

月 13 : 30 片貝公民館

11日(月)13 : 30 上野方公民館

@俄匂メvセーさJ募集
「看護の日 (5月12日)Jにちなん

で、あなたが感じた「看護の心・ケ

アの心」を「五・七・五」の 17文

字に託してご応募ください。

主催富山県看護協会

締切り 2月末日

応募方法等問合せ先健康センタ-

ホームページを開設しました!
チャイルドヘルスメール会員も受付中。

議論泊怠也さジタ中

シ，.(f)や骨
。ミペr

婚を

りのお訣
%ごく、

'e' 

。チャイルドヘルス
メー JL-家信Z草壁三三三

@健康センターって
どんなことをしているの?

法獄包鴇訪

@子育て支援センタ「のページへ

包芝~忍ジ

@終日当者生爆のお主主ら笠

(~ 費求?曹')@リンク集 溺持ゆ紬 ;，

。ご忍:尽募集 (;<:::::Jk) ! 
あなたは 909番目のお客様です.

平成13年12月四 日開設 。免法市のホ、白ムページへ

魚津市健康センターの住所土連絡先
子937-0041 富山県魚津市古島1165
fu0765-24-3999 Fax 0765-24-3684 

E'mail ~~件。明gt<!~!ty~!!鰐!!，Jpy謀議;J，jl'

健康センターでは、昨年の 12月28日からインター

ネットホームページを開設しました。 1月号でご紹

介した「乳幼児・児童の感染症情報J(インフル工ン

ザ・おたふくかぜ・みずぼうそうなど)を電子メー

ルを使って案内する チャイルドヘルスメールサービ

スの開始にあわせたものです。

掲載内容は、

①チャイルドヘルスメール

②子育て支援センタ-

③休日当番医

となっていますが、今後増やして行く計画です。

皆様のご意見をお寄せください。

また、チャイルドヘルスメールサービスも受付を

開始してから 3週間で、 1 5 0件ほどの登録をいた

だいています。

発信内容は、センターの窓口にも掲示しでありま

すが、その履歴はホームページ上に順次掲載してあ

リます。

会員登録も随時受け付けしていますので、ぜひあ

なたも登録しませんか。希望される方は、市のホー

ムページから健康センターのページに進み、会員(無

料〉の登録ができます。

魚津市のホームページアドレスは

http://www，city.uozu.toyama.jp/ 

炉問合せ先 健康センタ-

~~ 
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対 象:未就園児と そ の 家 族

受付時間:各 国 とも 9:00"""'9:45 

実施日 £ヨコ』ζ 場

6日(水) 西 布 施 イ呆 三同b:: 園

12日(火) 経 田 イ呆 τ同土Z 園

13日(水)
住吉 ・ 松 倉 保 育 園
大 町 幼稚園

14日(木) 里子 方 イ呆 =同b:: 園

15日(金) 三月主三 島 (呆 =円b:: 園

19日(火) ネ又 田 幼 稚 園

20日(水) 片 貝 保 二円b:: 園

21日(木) 魚津愛育園 ・道 下 保育園

教室・相談会
会場健康センタ-

(初めて参加される方は事前にお申込み下さしウ

内 容 [時間] 実施 日

機能訓練 個別 5、12、19、26日(火)

[9:30"-'12:00J 集団 7、28自体)

健康運動相談会
20日(水)

[13:00"""'13:30J 

脳の活き活き相談会 5、12、19、26日(火)

[9:30"""'11:30J 予約制

*物忘れが気になる、ぼんやりしている事が多い
など、ちょっと気になる方の相談会です。

魚津 地織産業保健
セシター健康楢談

企業に勤める方の健康相談です。

日時・場所 8日(創平野ク リニ ック

22日(金)山岸産婦人科医院

※いずれも 12:00""'"13:00までです。

問合せ先

魚津地域産業保健センタ -H22-0318 

健康テレホシザービス
む (県保険医協会)H 076 -442 -0003 
と 2月のテ ー マ

健身
康体
ペの

(月) 政府の医療お年制寄度り改の革窓は口何負を担もにたつらす?
その③~ いて~

(火) 子どもの発熱

(水〉 便秘 と食物 せ んい

(木) 高 血圧症 の方 の 歯 科治療

(金) 麻 酔 の役 割

(土・日)肺 気 腫

属 健康センター H24-3999

内
谷，..，..百 対 象 実施日 受付時間

第 1 子
4 か月児健診

j高 4 か月 児 7日(木)
13 : 00~ 1 3:15 

股関節脱臼検診 第 2子以降
13 : 15~ 1 3:30 

1歳 6か月 児健 診
平成12年 7月生ま

12日(火)13:00"-'13:30 
れの児

3 歳 児 イ建 ~t 
平成10年8月生まれの児に

27日(7}<)13:00'"'-'13:30 
事前に案内を送付します

パパとママの育児教室 妊娠中期~後期の
23日(土)12:30'"'-'13・00

〈 予約制 〉 妊婦とその家族

母子手帳

受付時間13:00""'"13:30 
く予約制・ 託児室もあります〉

匂 予 防 接 種厩鴨弓手手帳
会場健康センタ一、受付時間 13 : 30"'"' 14 : 00 

対象疾病と対象年齢 実施日 該当地区

ツベルクリン
生後 13日(水)

反応検査
3か月~ 道下 ・村木

B C G接種 4 8か月 15日(金)

麻しん(はしか)、風しん(三日ばしか)
魚津市内の所定の医療機関で受け

(生後 12か月.......， 36か月)
てください。風しんは、麻しん接
種のあとに受けてください。

*対象年齢は、望ましい接種年齢を示しています。対象年齢を

すぎた場合は、早めに健康セ ンタ ーへお問い合わせください。

V，('.:'''''''''#'〆._...向、市~.内J山内、，_"，~句、ν九%、t~..，山、%、、，.，. .'，~ -4叫_-.-...

トー愉目当省医(診療時間/午前9時~時間
診療日 一 般 医 歯 科 医

3日(日)鈴木産婦人科医院
双 葉町

辻歯科医院
滑川市中川原

~24 - 8820 fi076-476-6811 

10日(日)魚津緑ケ丘病院
大 光寺

や す だ 歯 科
;骨川市上小泉

~22 - 1567 fi076-476-6480 

11日(月)羽田内科医院
新金屋

公園通り歯科
;骨川市常盤町

~22-0642 fi076-475-8881 

17日(日)早川産婦人科医院
緑 町

岡田歯科医院
滑川市追分

~22-4578 fi076-471-2851 

24日(日)平井整形外科
末広町

網谷歯科医院
滑川市高月町

~22-0888 fi076-475-8400 

3月
深 J 11 病 院

東尾崎
酒井歯科医院

滑川市瀬羽町
3日(日) ~31-6200 fi076-475-0159 

新川地区休日夜間急患医療センター(黒部消防署向側 H54・0731)

診療時間/午後 7時""'11時 診療科目/内科・小児科・外科



毎
年
九
月
十
四
日
の
夜
、

十
二
町
内
の
御
輿
が
勇
壮
に

繰
り
出
さ
れ
る
。
《
八
幡
は
ん

の
ま
っ
つ
り
》
そ
の
歴
史
を

た
ど
る
事
、
今
か
ら
百
七
十

四
年
前
(
文
政
十
一
年
)
加

賀
藩
よ
り
寄
進
さ
れ
た
「
剣

梅
鉢
の
前
田
藩
主
御
定
紋
付

の
提
灯
四
張
り
」
を
な
ぜ
か

紛
失
か
破
損
し
た
事
か
ら
、

町
奉
行
が
怒
り
、
御
輿
を
取

り
上
げ
、
祭
り
を
一
切
禁
止

し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
知
っ
た
氏
子
ら
が
、

町
民
唯
一
の
楽
し
み
で
あ
る

祭
り
の
執
行
を
と
奉
行
所
に

押
し
か
け
嘆
願
し
た
が
、
こ

れ
を
役
人
に
た
て
つ
く
不
穏

な
行
為
と
し
て
厳
し
く
詮
議

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
不
満
と

し
た
氏
子
の
代
表
三
名
、
漁

師
市
右
衛
門
、
吉
見
屋
幸
助
、

浜
屋
彦
助
が
幕
府
に
直
訴
し

ょ
う
と
し
た
。
こ
の
事
が
発

覚
し
、
天
保
元
年
(
一
八
三

O
年
)
に
蟹
江
浜
(
現
在
の
大

町
海
岸
)
で
三
人
は
「
さ
ら

し
首
の
刑
」
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
後
、
祭
り
は
途
絶
え
た
。

や
が
て
幕
府
が
倒
れ
、
明

治
十
四
年
に
金
沢
の
奉
行
所

よ
り
御
輿
が
戻
っ
た
後
、
各

町
内
も
御
輿
を
求
め
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

十
四
日
の
本
祭
り
で
は
、

私
た
ち
が
元
気
で
暮
ら
せ
る

の
は
三
氏
の
お
か
げ
と
の
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
暴

れ
御
輿
が
力
強
く
宮
へ
の
し

上
が
る
の
で
あ
る
。
こ
の
日

は
不
思
議
と
、
必
ず
小
雨
が

降
り
、
地
元
で
は
こ
の
雨
は

三
人
の
殉
難
者
の
涙
雨
と
い

わ
れ
て
い
る
。

(
大
町
公
民
館
提
供
)
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{
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翫
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mω
築
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和
改
浜
さ

昭
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江
立

鍋
-
震
後
毘
のゆ

昨
年
と
比
べ
る
と
一
暖
か
な
毎

日
が
続
き
ま
す
。
庭
先
の
花
壇

で
は
落
ち
葉
の
隙
聞
か
ら
蕗
の

と
う
が
顔
を
出
そ
う
と
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
暖
か
く
春

を
迎
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

今
、
市
制
施
行
日
周
年
記
念
行

事
の
た
め
の
古
い
写
真
を
整
理

し
て
い
ま
す
。
思
わ
ず
懐
か
し

く
見
入
る
も
の
な
ど
沢
山
で
す

0

4
月
下
旬
に
写
真
展
の
予
定
で

す
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

i 人と自然と文化が共生する元気都市“魚津~

ご、一白の人口一/ 二
(平成 13年 12月末現在)

男:22，973人(+2人)

女:24，513人(+4人)

計:47，486人(+6人)

世帯数: 15，655世帯(-20) 
※力ッコ内は前月対比 f


